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はじめに 
 

計算科学研究センターでは，研究事業に関する外部委員を含む諮問機関とし

て運営協議会を設置し，研究事業全般及び共同利用に関する指導助言を受け，

年度毎の研究評価を行っている。この研究評価については，運営協議会の下に

運営協議会の外部委員による研究評価委員会を設置し実施することとしている。 
この度，研究評価委員会から，平成２６年度の研究成果の評価についてのご

報告をいただいた。研究評価は，当センターの平成２６年度における重点施策，

改善目標等に沿って評価をお願いしている。 
研究評価委員会委員からの評価は，各分野の研究活動について、自己点検を

さらに深めるための重要な判断材料となるばかりでなく，当センターのこれか

らの発展のための貴重な指針となる。 
研究評価委員会委員の方々には，大変ご多忙のところ，各研究分野の研究成

果について研究評価をしていただき，貴重な所見を頂戴した。特に，常行委員

長にはとりまとめにご尽力をいただいた。 
謹んで，委員の皆様に御礼を申し上げる次第である。 
 
 

  平成２８年２月 

   

 
筑波大学計算科学研究センター   

                   センター長    梅村 雅之 
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１．研究評価委員会の設置 

   
筑波大学計算科学研究センター運営協議会は、平成２㸵年㸷月２㸳᪥㛤ദ

の運営協議会において、運営協議会の外部委員でࠕ研究評価委員会ࠖをᵓ成

し、᭩㠃により、平成２６年度の研究評価を行࠺ことࡀᢎされ、௨下の方々

に研究評価委員会委員を౫㢗した。 
 

大ᕝṇ ᩍ ᤵ ᗈᓥ大学大学㝔⌮学研究科 

ᯇඖு ᩍ ᤵ ༓ⴥ大学大学㝔⌮学研究科 

大ሯᏕ ᩍ ᤵ ᮾி大学大学㝔⌮学⣔研究科 

常行┿ྖ ᩍ ᤵ ᮾி大学大学㝔⌮学⣔研究科 

⏤Ⰻ ᩗ ᩍ ᤵ おⲔのỈዪᏊ大学⏕報学ᩍ⫱研究センター 

బ⸨ṇᶞ ᩍ ᤵ ᮾி大学大Ẽᾏὒ研究所 

୰ᓥ ᾈ ᩍ  ᤵ ி㒔大学学⾡報࣓ࢹセンター 

Ᏻ㐩 ῟ ᩍ ᤵ 報࣭࣒ࢸࢫࢩ研究機ᵓᅜ❧報学研究所  

➉村㞝 ᩍ ᤵ 大㜰大学ࣂࢧー࣓ࢹセンター 

㸦㡰同、所ᒓ࣭⫋ྡは平成 �� 年 � 月 �� ᪥⌧ᅾ㸧 
 

研究評価委員会委員には、ࠕ平成２６年度年次報告᭩ 、ࠖ及びᚲ要にᛂじて、 
 。平成２㸳年度研究評価ࠖをཧ↷していただき、評価報告をお願いしたࠕ

 
なお、分野の分ᢸは、次のとおりである。 

 
 委員長㸦全యྲྀりまとめ㸧              常行 ┿ྖ 

⣲⢏Ꮚ≀⌮研究部㛛     ⣲⢏Ꮚ≀⌮分野     大ᕝ ṇ 
 Ᏹᐂ࣭ཎᏊ᰾≀⌮研究部㛛  Ᏹᐂ≀⌮分野      ᯇඖ ு 
   Ᏹᐂ࣭ཎᏊ᰾≀⌮研究部㛛  ཎᏊ᰾≀⌮分野     大ሯ Ꮥ 

㔞Ꮚ≀ᛶ研究部㛛      㔞Ꮚ≀ᛶ分野      常行 ┿ྖ  
⏕科学研究部㛛      ⏕科学分野      ⏤Ⰻ  ᩗ 

 ᆅ⌫⎔ቃ研究部㛛      ᆅ⌫⎔ቃ分野      బ⸨ ṇᶞ 
 㧗ᛶ⬟計算࣒ࢸࢫࢩ研究部㛛 㧗ᛶ⬟計算࣒ࢸࢫࢩ分野 ୰ᓥ  ᾈ 
 計算報学研究部㛛     ࢹータᇶ┙分野     Ᏻ㐩  ῟ 
   計算報学研究部㛛     計算࣓ࢹ分野    ➉村 㞝 

㸦ᩗ⛠␎㸧 
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㸰．評価の᪉ἲ 

௨下の評価࢛ࣇー࣒に、グධすることにより、各分野の研究活動࣭成果に

ついて評価を行った。各分野の評価報告について、第㸲❶に♧す。 

 
 

A)  計⏬㐍ᤖ度 
௨下の㡯目について、ࡑれࡒれලయⓗなグධをお願いします。 
 
࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価すき点㸸 
 
࣭㐍ᤖࡀ༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善すき点㸸 
 
࣭平成２㸳年度の評価ࡸ指に関する改善≧ἣ㸸 
 
 。あれば、௨下にごグධくださいࡀࢺン࣓ࢥ、のࡑ
 

B)  多ゅⓗど点からの評価 
௨下の㡯目について、㹑、㸿、㹀、㹁及び㹖で、評価をお願いします。 
㹑㸦特に成果ࡀある㸧、㸿㸦Ⰻዲ㸧、㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧、㹁㸦༑分㸧、

㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 
 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸 
 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸 
 
࣭ᅜ㝿㐃ᦠ、ᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸 
 
࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ行ࢃれているか㸸 
 
上グの評点の⌮⏤な࣓ࢥ、ンࡀࢺあれば௨下にごグධください。 

 
C) ⥲評 

全యにᑐする⥲評をお願いします㸦㸲㸮㸮Ꮠ⛬度㸧 
 
D)  ࡑの 

。あればごグධくださいࡀࢺン࣓ࢥ、のࡑ
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㸱．ᖹᡂ㸰㸴ᖺᗘ 㔜Ⅼ⟇࣭ᨵၿ┠ᶆ 

㸱．１ 㔜Ⅼ⟇ 

の㔜Ⅼ࡚࠸ࡘࠖ⏬Ꮫయのᖺḟูᐇ⾜ィࡿࢃ㛵⏬㸰ᮇ୰ᮇィ➨ࠕ．１
 㸸ࡾ࠾௨ୗのࠊࡣ⟇

 

研究センターの研究ᡓ␎࣭⏬⤌⧊を実࣭ᙉし、当ヱ⤌⧊の学問分ࡸ各⣔ࠕ����

野における特Ⰽを⏕かしつつ、長ᮇⓗ展ᮃに❧つᇶ♏研究と学㝿⼥ྜⓗな研究を

計⏬ⓗに᥎㐍する。ࠖ 

平成２６年度重点施策㸸各⣔࣭研究センターにおいて、⣔等の特Ⰽを⏕かし

た研究ᡓ␎及び研究㐃ᦠ策を᥎㐍する。 

共同利用࣭共同研究ᣐ点は重点ᡓ␎⤒㈝等によりᨭする。各ᣐ点は第ᮇ୰ࠕ����
ᮇ目標࣭୰ᮇ計⏬ᮇ㛫୰の目標と計⏬をᐃめ、ᮇ㛫୰に評価を実施して実施≧ἣ
の検ドを行いつつ㧗い研究成果の実⌧をᅗる。ࠖ 

平成２６年度重点施策㸸各共同利用࣭共同研究ᣐ点は、ᅜ㝿ⓗな研究యไによ
りᅜ㝿Ỉ‽の研究を実施する。 

 

㸰．ࠕ㒊ᒁ⊂⮬のᖺḟูᐇ⾜ィ⏬ࠖཬࡑࠊࡧのヲ⣽ࡣ࡚࠸ࡘ௨ୗのࡾ࠾ 

࠙研究ࠚ 

࣭共同利用࣭共同研究ᣐ点としてࠕඛ➃学㝿計算科学共同研究ᣐ点ࠖを設置し、ᅜ㝿

ⓗな研究యไをᵓ⠏、ᅜ㝿Ỉ‽の研究を実施する。࠙部ᒁ⊂自の年次ู実行計⏬ࠚ 

���7�.ᚋ⥅機として20& ࣒ࢸࢫࢩࢺࢵࣟࣃ$㸦3$&6�,;㸧を運用すると共に，次ᮇ࣐

 。を㛤発࣭運用するయไをᵓ⠏する࣒ࢸࢫࢩンとして，ᮾ大と共同して大つᶍࢩ

⫱ーࣝ計算ᢏ⾡㛤ᣅによるඛ➃学㝿計算科学ᩍࢣࢫࢧࢡ࢚㺀ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ6&$�3$+���

研究ᣐ点の実㺁および，ࠕᑗ᮶の+3&,࣒ࢸࢫࢩに関するㄪᰝ研究ࠖを実施し，ᑗ

᮶のࢣࢫࢧࢡ࢚ー࣒ࣝࢸࢫࢩを検ウする。 

���+3&,ᡓ␎࣒ࣛࢢࣟࣉ㸦分野�㸧を୰ᚰに，㺀ி㺁ࢥンࣗࣆータおよび+3&,計算㈨※を 

活用し，研究を᥎㐍する。 

Ᏹᐂ⏕計算科学㐃ᦠᣐ点ࠖを୰ᚰとした学ࠕ計算ᇶ♏科学㐃ᦠᣐ点ࠖおよびࠕ ���

ෆ外㐃ᦠを୍ᒙᙉし，ᅜ㝿㐃ᦠを㐍める。 

 

࣭ඹྠ⏝࣭ඹྠ研究ᣐⅬのศ㔝の研究ࢆ᥎㐍࠙ࠋࡿࡍ㒊ᒁ⊂⮬のᖺḟูᐇ⾜ィ⏬ࠚ 

��� 次ᮇ7�.࣒ࢸࢫࢩでの共同利用および大つᶍ計算の重点ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉを検ウする。 

研究᥎㐍事業，大ᆺࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ等を୰ᚰに，学㝿共同利用࣒ࣛࢢࣟࣉの下で，

学㝿計算科学の研究を᥎㐍する。各部㛛の目標は次のとおりである。 

 
 

⣲⢏Ꮚ≀⌮研究㒊㛛㸸 ᱁Ꮚ 4&' におけるᚤ⣽と多య⣔の展㛤を目指し，ࠕிࠖを
用いた≀⌮点での࢜ࣜࣂン㛫┦స用の計算を行࠺。また，᭷㝈 度࣭᭷㝈ᐦ度 4&' に
おける┦ᵓ㐀ゎᯒを㐍める。 
 
Ᏹᐂ࣭ཎᏊ᰾≀⌮研究㒊㛛㸸 Ᏹᐂにおけるึ௦ኳయᙧ成，㖟Ἑのᙧ成࣭㐍と┦స
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用，活動㖟Ἑ᰾の㐍とᕧ大࣍ࢡࢵࣛࣈーࣝのᙧ成ྐを，㍽ᑕὶయ力学，1య࣑ࣞࣗࢩ
ーࣙࢩンによって᥈究する。また，Ᏹᐂ⏕計算科学で⏕分野と㐃ᦠする。᰾Ꮚをᇶ
ᮏ自⏤度とࡳなしたཎᏊ᰾にᑐして，ᐦ度ỗ関ᩘ⌮ㄽを୰ᚰとする㔞Ꮚ多యㄽにᇶ࡙く
計算ᡭἲを発展さࡏ，Ᏻᐃ᰾のᵓ㐀ࡸᛂ⟅，Ᏹᐂඖ⣲ྜ成に関ࢃるᛂの研究を᥎㐍
する。 
 
㔞Ꮚ≀ᛶ研究㒊㛛㸸 ගと≀㉁の┦స用をグ㏙する第୍ཎ⌮計算ࡸᶍᆺ計算のᡭἲを
発展さࡏ，≀㉁୰における㟁Ꮚ࣭࢜ンの㉸㧗㏿ࡸࢫࢡ࣑ࢼࢲ，ගによる┦変の࣓
 。をゎ᫂する࣒ࢬࢽ࢝
 
⏕⛉Ꮫ研究㒊㛛㸸 ⏕機⬟報分野では，⏕機⬟の⌮ㄽゎᯒを㐍めると共に，Ᏹ
ᐂ分野と㐃ᦠしてᏱᐂ⏕≀学分野に㈨する▱見を第୍ཎ⌮㔞Ꮚㄽによって⋓ᚓする。分
Ꮚ㐍分野では，ࢺࣉࣜࢡ⏕≀⩌と࢝ࢽ࢛ࣝࣇータ⏕≀⩌の多様ᛶと⣔⤫関ಀのゎ᫂を
目指し，⥙⨶ⓗ発⌧㑇ఏᏊࢹータにᇶ࡙く大つᶍ⣔⤫ゎᯒを行࠺。 
 
ᆅ⌫⎔ቃ研究㒊㛛㸸 ᩥ科┬ *5(1( ᴟࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉにおいて，全⌫ࣔࣝࢹ 1,&$0 を
用いたᴟᅪの ᬮのࣟࣉセࢫ研究を行い，ᴟ動との関ಀをㄪる。⾤㊰ᶞによ
る㒔ᕷ⇕⎔ቃ⦆ຠ果にᑐするᩘ್実㦂を行い，⾤㊰ᶞࣔࣝࢹの /(6  。の導ධを㐍める
 
㧗ᛶ⬟ィ⟬࣒ࢸࢫࢩ研究㒊㛛㸸 +$�3$&6 及び &20$ とい࠺ � ✀㢮の₇算ຍ㏿置におけ
る㧗ᛶ⬟₇算࣑ࣛࢢࣟࣉン࣭ࢢ言ㄒ࣭ࣜࣛࣈ࣭࣒ࣛࢬࣜࢦࣝの㛤発を，各ࢣࣜࣉ
ーࣙࢩン分野との㐃ᦠをど野に㐍め，ᐦ⤖ྜ₇算ຍ㏿機ᵓの研究ࡑࡶの୍⎔として展㛤
する。ᗈᇦ分ᩓ࣒ࢸࢫࢩࣝࣇ *IDUP の୍ᒙのᛶ⬟࣭機⬟のᣑᙇを行࠺。 
 
ィ⟬ሗᏛ研究㒊㛛㸸 ࢹータᇶ┙分野では，ࢹࢢࢵࣅータ利活用に㈨する⟶⌮࣭分ᯒ
ᢏ⾡ࢹࡸータ㐃ᦠᢏ⾡の㧗度等にྲྀり⤌む。また，科学ࢹータの㧗度利用ᇶ┙に関す
る研究㛤発を部㛛と㐃ᦠして᥎㐍する。計算࣓ࢹ分野では，ேᅾᆺࢹータゎᯒ
に，実ୡ⏺の �次ඖ報をྲྀり㎸むことにより，計算࣓ࢹの᭷ຠᛶを検ウする。ま
た，ᫎീ࣓ࢹを用いたྍどᢏ⾡を部㛛の科学ࢹータに㐺用するなの㐃ᦠをは
かる。 
 
࠙ᅜ㝿ࠚ 
࣭ᅜ㝿研究ᣐ点にྥけたయไᵓ⠏にಀる活動を実施する。������ලయⓗには，これ

まで㐍めてきたࢪ࢚ンࣛࣂ大学および，⡿ᅜのࣟーࣞンࣂࢫーࣞࢡ研究所との㐃ᦠの
下で共同研究を᥎㐍し，ᅜ㝿研究ᣐ点にྥけたయไᵓ⠏を㐍める。 
 

࠙ᩍ⫱ࠚ 
࣭計算科学のࣜࢢࢹࣝࣗࢹー࣭࣒ࣛࢢࣟࣉを研究科ととࡶに実施し，ࣟࢢーࣝࣂ

�� およびࣗࣄー࣐ン࣒ࣛࢢࣟࣉࢪࣟ࢜ࣂ，大学㝔共㏻科目等の計算科学のᩍ⫱に関
するⱥㄒ࣒ࣛࢢࣟࣉを実さࡏる。 
 

㸰．ᨵၿ┠ᶆ㸦ἲே評価ࠊㄆド評価ࠊእ㒊評価࣮ࢱࣥࢭࠊ評価ཬࡧ┘┘ᰝ㺃ෆ
㒊┘ᰝのᣦᑐྲྀࡿࡍ⤌➼㸧 

外部評価，┘事┘ᰝでの指事㡯にᇶ࡙き，ᮏセンターࡀこれまで実⦼を✚んできた
研究㡿ᇦを୰ᚰに᥎㐍しつつ，各分野の協業࣭㐃ᦠయไをᙉする。ࡑのための研究⪅
の☜ಖࡸ部㛛యไをのよ࠺にすきかについて検ウを㐍める。また，センターのᮏ᱁
ⓗな部ᒁにྥけたྲྀり⤌ࡳを実施する。 
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㸲．評価ሗ࿌ 

 㸲．１ ⣲⢏Ꮚ≀⌮研究㒊㛛 

  㸲．１．１ ⣲⢏Ꮚ≀⌮ศ㔝 

 

㸿㸧ィ⏬㐍ᤖᗘ 

࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価すき点㸸 

ிࢥンࣗࣆータを用いた≀⌮ⓗ࢛ࢡーࢡ㉁㔞における大つᶍ計算ࡀ╔実

に㐍められている。�� IP��とい࠺✵㛫య✚はこれまでୡ⏺ⓗに㢮のない大

きさであり、ࡑの利点を⏕かして、ࣟࢻࣁンᙧ≧ᅉᏊの⢭ᐦ計算、㍍ཎᏊ

᰾の┤᥋ᵓ成、࢜ࣜࣂン㛫᭷ຠࢸ࣏ンࣝࣕࢩなの計算ࡀ╔実に㐍められ

ている。また、ࢸンࣝࢯ⧞り㎸ࡳ⩌を用いた᱁Ꮚࢤーࢪ⌮ㄽの研究は、ୡ

⏺ⓗに見てඛ㐍ⓗなྲྀり⤌ࡳであることを評価するととࡶに、ᚋの㐍展

にᮇᚅしたい。 

 

࣭㐍ᤖࡀ༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善すき点㸸 

全యⓗにはこれまでの㧗いỈ‽ࡀ⥔ᣢされており、ᚋࡶ᭦なる発展を

ᮇᚅする。 

 

࣭㹆２㸳年度の評価ࡸ指に関する改善≧ἣ㸸 

ここᩘ年、᭷㝈 度࣭᭷㝈ᐦ度 4&' の研究について、よりࢃかりࡸすい

報告をᕼᮃしてきたࡀ、年度はୡ⏺ึとなる � ー᭷㝈 度ࣂーࣞࣇ 4&'

の⮫⏺⤊点Ỵᐃな、ὀ目すき成果を⏕ࡳฟしている。ᚋの⥅⥆ⓗ発

展をᮇᚅする。 

 

㹀㸧ከゅⓗどⅬࡽの評価 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧、㸿㸦Ⰻዲ㸧、㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧、㹁㸦༑分㸧、㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 

 

࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸$ 

 

࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸; 

 

࣭ᅜ㝿㐃ᦠ、ᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸$ 

 

࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ行ࢃれているか㸸$ 
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㹁㸧⥲評 
3$&6�&6 機導ධ௨㝆、筑波大ࣝࢢーࣉは≀⌮点での大つᶍ計算を᥎㐍し╔実

な成果をᣲげてきており、ᚋࡶ᭦なる発展をᮇᚅしたい。特に、ிࢥンࣆ

ࣗータ上で⏕成した㓄は、�� IP��とい࠺ᕧ大な✵㛫య✚をᣢつ事ࡀ特ᚩで

あり、ࣟࢻࣁンᙧ≧ᅉᏊの⢭ᐦ計算、㍍ཎᏊ᰾の┤᥋ᵓ成、࢜ࣜࣂン㛫᭷ຠ

にᑐして、⤯ᑐⓗなඃᛶをᣢつ。᭷㝈 度࣭᭷㝈ᐦ計算なࣝࣕࢩンࢸ࣏

度 4&' における┦ᵓ㐀ゎᯒについては、ୡ⏺でึめて '&ー4ࣂーࣞࣇ� におけ

るࣟࢮᐦ度の⮫⏺⤊点のỴᐃに成ຌするな大きな成果ࡀᚓられている。こ

れを㊊かりとして、⥅⥆ⓗな発展ࡀᮇᚅされる。ࢸンࣝࢯ⧞り㎸ࡳ⩌を用

いた᱁Ꮚࢤーࢪ⌮ㄽの研究は、ᚑ᮶のࣔンࣟࣝ࢝ࢸἲ࣋ーࢫの࣑ࣞࣗࢩーࢩ

ࣙンᡭἲを㉸࠼る᪂たなᩘ್計算ᡭἲの᥈ồであり、大変⯆深い。また、

にᑐする᪂たなࣝࢹࣔ⌮≀た࠼標‽⌮ㄽを㉸、ーの≀⌮なࣂーࣞࣇーࢽ࣓

㠀ᦤ動ⓗ▱見をᚓよ࠺とい࠺ヨࡶࡳ評価できる。᭱ᚋに、筑波大を୰ᚰとし

た -/'* の活動は᪥ᮏの᱁Ꮚ 4&' 研究にᑐして多大な㈉⊩を行っており、⥅⥆

ⓗなࢧーࢫࣅの⥔ᣢ࣭ᣑࡀᮃまれる。 

 

㹂㸧ࡑの 

特グ事㡯なし。 
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㸲．㸰 Ᏹᐂ࣭ཎᏊ᰾≀⌮研究㒊㛛 

㸲．㸰．１ Ᏹᐂ≀⌮ศ㔝 

 

㸿㸧ィ⏬㐍ᤖᗘ 

࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価すき点㸸 
   ึ௦ኳయᙧ成、㖟Ἑᙧ成、活動㖟Ἑ୰ᚰ᰾の㐍の研究において㢧ⴭな

㐍展ࡀあったとㄆめられる。㖟Ἑ୰ᚰ等にᏑᅾするᕧ大࣍ࢡࢵࣛࣈーࣝࡀ

ーࣝのྜయによってᙧ成されるྍ⬟ᛶを重力多య計算によっ࣍ࢡࢵࣛࣈ✀

てㄪ、ึ௦ኳయᙧ成に㇏ᐩにᏑᅾするࢫ࢞による力学ⓗᦶ᧿ࢵࣛࣈࡀ

果をᚓたことはඃれた成果として⤖࠺ーࣝのྜయと成長を᪩めるとい࣍ࢡ

評価できる。✵㛫ⓗにᗈࡀったග※からの㍽ᑕ㍺㏦をຠ⋡ⓗに計算する

からࢺࢫࢲにおけるࢫーࣛࢺࢫ࢞の㛤発と実、活動㖟Ἑ୰ᚰ࣒ࢬࣜࢦࣝ

の㉥外⥺ᨺᑕを⪃៖した㍽ᑕὶయ計算ࢥーࢻの㛤発においてࡶ㢧ⴭな㐍

展ࡀあった。すばるᮃ㐲㙾等を用いた࣐ࣛンȘ㍤⥺㖟Ἑのྍど࣭㏆㉥外

分ගほ によって、これらの㖟Ἑにᙉいࣟࣇࢺ࢘ーࡀᏑᅾすることを᫂

らかにしたことࡶඃれた成果である。 
 
࣭㐍ᤖࡀ༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善すき点㸸 
  ヱ当なし 
 
㹀㸧ከゅⓗどⅬࡽの評価 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧、㸿㸦Ⰻዲ㸧、㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧、㹁㸦༑分㸧、㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 

 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸$ 

 

࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸; 

 

࣭ᅜ㝿㐃ᦠ、ᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか�㸿 

 

࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ行ࢃれているか㸸% 

 
上グの評点の⌮⏤なに関する࣓ࢥンࢺ㸸 
 *38 上で㧗㏿に動సする WUHH FRGH の㛤発ࡀ㐍展し、��� ಸの㧗㏿を㐩成

したことは㧗ᛶ⬟計算࣒ࢸࢫࢩ研究部㛛との㐃ᦠの成果として評価できる。

また、⏕科学研究部㛛との㐃ᦠによってᫍ㛫✵㛫におけるࣀ࣑㓟⏕成㐣

⛬の⌮ㄽⓗ研究、ගྜ成ග⿵㞟機ᵓの㔞Ꮚ力学計算ࡀ⥅⥆され、ࠕኴ㝧⣔外ᝨ

ᫍのග⎔ቃにさらされたගྜ成⏕≀のンࢼࢸ」ྜయの྾ຠ⋡ࠖの研究に

よって大学㝔⏕ࡀ༤ኈの学をྲྀᚓするとい࠺実⦼ࡀᚓられていることから、
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センターෆ㐃ᦠはⰋዲと評価した。ᅜ㝿会議でのᣍᚅㅮ₇ࡀᑡない点はᠱᛕ

されるࡀ、୍般ㅮ₇ࡀ多ᩘ行ࢃれていること、$OH[ :DJQHU Ặࡀᅜ㝿ࣗࢽࢸ

助ᩍとして✚ᴟⓗにᾏ外との㐃ᦠを㐍めていることから、ᅜ㝿㐃ࢡࢵࣛࢺ

ᦠ࣭ᅜ㝿活動はⰋዲと評価した。♫会㈉⊩に関しては研究成果の♫会の発

ಙの機会ࡸࡸࡀᑡなくなっているよ࠺に見受けられることから、評価は % と

した。 
 

㹁㸧⥲評 
㖟Ἑに௦⾲されるኳయのᙧ成と㐍の⌮ㄽ࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩン研究において

多くのඃれた研究成果ࡀᚓられている。当ヱ年度に �� 報のᰝㄞㄽᩥࡀฟ∧さ

れたことは㧗く評価できる。ほ との㐃ᦠࡶ✚ᴟⓗに㐍められており、すば

るᮃ㐲㙾等を用いた࣐ࣛンȘ㍤⥺ኳయのほ と㐃ᦠしたㄽᩥは⿕ᘬ用ᩘࡶ

多く、ὀ目されている。⏕科学研究部㛛との㐃ᦠによるࣀ࣑㓟⏕成㐣⛬

の研究、ኴ㝧⣔外ᝨᫍの࣐࢜ࣂー࢝ーࣔࣝࢹの研究ࡶ㐍展しつつある。全

ᅜⓗな学㝿⼥ྜ⤌⧊であるࠕᏱᐂ⏕計算科学㐃ᦠᣐ点ࠖと㐃ᦠした研究の

発展にᮇᚅする。方、当ヱ年度に多くの࣓ンࣂーࡀ学外に㌿ฟしたことに

よる研究活動のప下ࡀᠱᛕされる。࣓ンࣂーの㌿ฟは +3&, ᡓ␎ࡀ࣒ࣛࢢࣟࣉ

平成 �� 年度で⤊すること୍ࡀᅉであるࡀ、᪂たな大ᆺ外部㈨㔠を⋓ᚓして

ඃれたⱝᡭ研究⪅を☜ಖし⥆けることࡶᚲ要であろ࠺。 
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㸲．㸰．㸰 ཎᏊ᰾≀⌮ศ㔝 

 
㸿㸧ィ⏬㐍ᤖᗘ 

࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価すき点㸸 
㛫に౫Ꮡするᐦ度ỗ関ᩘἲ計算の発展には、大きなンࢺࢡࣃのある研

究成果ࡀฟており、㧗く評価ฟ᮶る。にࣆࢫࢯンᑐ⛠ᛶをྲྀり㎸んだ

ᐦ度ỗ関ᩘἲの㛤発ࡸ重࣋ータᔂቯの⏕成ᗙ標ἲを用いた研究ࡶὀ目され

る。 

 
࣭㐍ᤖࡀ༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善すき点㸸 

特に指すき事㡯はない。ᐦ度ỗ関ᩘἲ計算を㏻じての多分野との㐃ᦠ

のグ㍕ࡀないよ࠺であるࡀ、研究活動は㐍んでいるࡶのとᛮࢃれる。 

 
 㸸ࢺン࣓ࢥののࡑ
ཎᏊ᰾分野は研究ࢸーࡀ࣐多様で多ᒱにΏっており、上グの特に目❧った成

果௨外にࡶ重要な㈉⊩ࡀある。 
 

㹀㸧ከゅⓗどⅬࡽの評価 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧、㸿㸦Ⰻዲ㸧、㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧、㹁㸦༑分㸧、㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 

 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸㸿 

 

࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸; 

 

࣭ᅜ㝿㐃ᦠ、ᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸6 

 

࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ行ࢃれているか㸸% 

 
㹁㸧⥲評 

ཎᏊ᰾≀⌮学のࣝࢢーࣉは࣓ンࣂーࡀ実してきて、Ꮡᅾឤのあるࡶのに

なっている。特にᐦ度ỗ関ᩘἲにᇶ♏を置いた研究ではᡃࡀᅜの要な研究

㛫౫Ꮡᛶをྲྀり、ࡶの୰でࡑ。としてඛ導ⓗなᙺをᢸっているࣉーࣝࢢ

ධれた方ྥᛶでの研究はୡ⏺ⓗに見てࡶ༟㉺したࡶのである。学㝿ⓗなᛂ用

しい。ᐦ度ỗ関ᩘἲ計算にᇶ♏を置いた分さらに᥎㐍してࡶ含めてᚋࡶ

野は、ி㒔大学な大学ฟ㌟⪅まで含めるとⱝᡭே材ࡀ多く⫱ってきてい

るよ࠺であるࡑ、ࡀれらをのよ࠺に研究⪅としてࢸࢽ࣑ࣗࢥに㐺ษに㏦

りฟしていくか、ᡃࡀᅜの要ᣐ点となったので、␃ពしてしい。全యと

しては㠀常に࠺まく研究活動ࡀ㐍んでおり、ᰂ㌾な⪃࠼方でᖜᗈいㄢ㢟にᣮ

ᡓしていることは㧗く評価できる。しいて言࠼ば、これまで⪃࠼られなかっ
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たよ࠺な㉸大つᶍ୪ิ計算で、⌮ㄽ᰾≀⌮の᪂しいᆅ平を㛤くよ࠺なே材

 。࠺ࡻいたら、さらにすばらしいことになるでしࡀ
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㸲．㸱 㔞Ꮚ≀ᛶ研究㒊㛛 

㸲．㸱．１ 㔞Ꮚ≀ᛶศ㔝 

 

㸿㸧ィ⏬㐍ᤖᗘ 

࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価すき点㸸 
ᕧどⓗ࢙ࣝ࢘ࢫࢡࢵ࣐方⛬ᘧと㛫౫Ꮡᐦ度ỗ関ᩘ⌮ㄽを⤌ࡏࢃྜࡳた，

ࣆンࢥーࣃーࢫ，をࢻーࢥーࣝᡭἲの୪ิࢣࢫࢳ࣐ࣝの㧗いࢸࣜࢼࢪࣜ࢜

ࣗータࠕிࠖの計算にྥけて㧗度し，㧗ᙉ度なࢫࣝࣃග↷ᑕによる⤯⦕ᑐ

୰の㧗㏿㟁ὶ⏕成な，≀㉁の┦స用に関する࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンࡀ大きく

㐍展した。୰でࡶ，ᕤ業ⓗに重要なࣞーࢨーࣞࣈーࣙࢩンのึᮇㄢ⛬と≀

㉁౫Ꮡᛶの⌮ゎにつなࡀる成果は，ୡ⏺ⓗに見てࡶ⊂自ᛶࡀ㧗く，⏘業⏺か

らࡶὀ目されている。ᙉࣞーࢨーሙによる分Ꮚゎ㞳ࡸཎᏊ㟁㞳㐣⛬の࣑ࣗࢩ

ࣞーࣙࢩンࡶ㐍展を見ࡏた。またࢫࣂࢹをᙉくព㆑した༙導యࣀࢼᵓ㐀の

ఏ導計算ᡭἲを，ᛂ用ᩘ学⪅と協力して㧗㏿し，ྜ≀༙導యࣟࢸᵓ㐀

のᵓ㐀と㟁Ꮚ≀ᛶのゎ᫂にྥけて大きく๓㐍した。 
 

࣭㐍ᤖࡀ༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善すき点㸸 
ヱ当なし。 

 
㹀㸧ከゅⓗどⅬࡽの評価 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧、㸿㸦Ⰻዲ㸧、㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧、㹁㸦༑分㸧、㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 

 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸A 

 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸A 

 
࣭ᅜ㝿㐃ᦠ、ᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸S 

 
࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ行ࢃれているか㸸X 

 
上グの評点の⌮⏤なに関する࣓ࢥンࢺ 
当ࣝࢢーࣉのࢸࣜࢼࢪࣜ࢜の㧗いᡭἲを活かして，⏘業㐃ᦠの᪂しいⱆࡀ

」ᩘ⏕まれていることを，㧗く評価する。᪂࣓ンࣂーࡀຍࢃったことࣝࢢ，ࡶ

ーࣉとして研究のᖜをᗈげることにつなࡀっている。 
 

㹁㸧⥲評 
ගと≀㉁の┦స用に関するᇶ♏研究としては，ୡ⏺ⓗに見てࢽࣘࡶーࢡ

なᡭἲ㛤発ࡸ，大ᆺ࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンを用いた研究成果をᣲげてきたࣝࢢー
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である。平成ࣉ 26 年度は⏘業⏺からࡶὀ目される᪂しい発展ࡀあり，ᙉࡳを

活かしつつ研究ࡀ㐍展している。ࣀࢼᵓ㐀のఏ導⌧㇟を研究してきた᪂࣓ン

ࡀᚋさらに㐍むこと，ࡀෆの᭷機ⓗな㐃ᦠࣉーࣝࢢ，ることでࢃຍࡀーࣂ

ᮇᚅされる。 
なお，ࣘࢽーࢡで㨩力ⓗな研究を行っているだけに，大学㝔⏕だけでなく

PD の㈉⊩をᮇ࠺ࡑいっ，ࡶ含めたⱝᡭே材⫱成についてࡶ業研究⪅なࡸ

ᚅしたい。ࡑのࡦとつのᡭẁとして，࢙࢘ࢺࣇࢯのබ㛤ࡸ研究成果のᗈ報

についてࡶ，ᘬき⥆き検ウをお願いしたい。 
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㸲．㸲 ⏕⛉Ꮫ研究㒊㛛 

  㸲．㸲．１ ⏕⛉Ꮫศ㔝 

 

㸿㸧ィ⏬㐍ᤖᗘ 

࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価すき点㸸 
⏕機⬟報分野においては、タンࢡࣃ㉁のᢡれたた࣑ࣞࣗࢩࡳーࣙࢩン

をྍ⬟にするための᪂しいࢧンࣜࣉンࢢ方ἲをᥦできていることは、大い

に評価できる点である。タンࢡࣃ㉁のᢡれたた࣑ࣞࣗࢩࡳーࣙࢩンはまだま

だᅔ㞴な計算であること、またタンࢡࣃ㉁のᵓ㐀ᙧ成㐣⛬ࢃࡀかることは、

㑇ఏᏊに見られる変␗を評価する重要なᡭࡀかりであることから、ᮏᡭἲ㛤

発のព⩏は大きい。さらに、実㦂ᐙとの協力によりගྜ成における㓟⣲発⏕

機ᵓ、およびⰍᛶ྾ග特ᛶから⿵ᅉᏊの分Ꮚ㓄ྥをゎᯒできるྍ⬟ᛶࡀ

ある点を᫂らかにしていることࡶ、評価できる点である。Ᏹᐂにおける࣑

ࡀ㓟⏕成㐣⛬を᫂らかにする研究は大変ᣮᡓⓗであり、これらからの展㛤ࣀ

ᴦしࡳである。分Ꮚ㐍分野においては、┿᰾⏕≀の㉳※に╔実に㏕る研究

を⥆けており、ࡑの⥅⥆ⓗດ力は大いに評価できる点である。この研究には、

ᚲ要であり、୧事㡯を自ら行ࡀータの㞟とゎᯒ方ἲのᵓ⠏の୧㍯ࢹ࣒ࣀࢤ

っていることでおいの事㡯の発展に౪していることࡶ、評価すき点であ

る。 
 

࣭㐍ᤖࡀ༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善すき点㸸 
タンࢡࣃ㉁のᢡれたた࣑ࣞࣗࢩࡳーࣙࢩンは、たと࠼ば $QWRQ による㉸㧗

㏿計算機ࡀ実施されており、ࡑのよ࠺な計算との㐪いなを᫂らかにするᚲ

要ࡀある。㓝⣲の各ㄽにおける計算では、実㦂⏕≀学⪅にᑐして機⬟改変実

㦂なをᥦできるところまで㐍められると、計算機による⏕科学研究の

置࡙けࡀ大変᫂☜になる。分Ꮚ㐍研究においては、㞟されたࢹータの

多ゅⓗ利用の検ウࡀ、これからの研究を発展さࡏる上でᚲ要なẁ㝵に฿᮶し

ているよ࠺にᛮࢃれる。 

 
࣭㹆２㸳年度の評価ࡸ指に関する改善≧ἣ㸸 

⏕機⬟報分野に関して、年度指した࣎ࣛࢺࢵ࢙࢘との協力యไの

ᚲ要ᛶに関して、年度は࣎ࣛࢺࢵ࢙࢘と࣎ࣛࣛࢻの共同研究ࡀかなりす

すんでいる。ࡑのことによって、分Ꮚ⏕≀学の⌮ゎࡀಂ↛すすんでいるよ࠺

である。分Ꮚ㐍分野においては、年度に大ᆺࢥンࣗࣆータの᭦なる利用

を指したࡀ、年度は特に㑇ఏᏊ㛫の㐍㊥㞳 ᐃに QRQ�KRPRJHQHRXV 置

ࣔࣝࢹの導ධによる⣔⤫ᶞ計算ࡀ行ࢃれており、大ᆺࢥンࣗࣆータの特ᛶ

 。になっている࠺かされるよ⏕ࡀ

 

─ 15 ─



― 16 ― 
 

 
㹀㸧ከゅⓗどⅬࡽの評価 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧、㸿㸦Ⰻዲ㸧、㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧、㹁㸦༑分㸧、㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 

 

࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸㹑 

 

࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸㸿 

 

࣭ᅜ㝿㐃ᦠ、ᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸㸿 

 

࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ行ࢃれているか㸸㸿 

 
上グの評点の⌮⏤なに関する࣓ࢥンࢺ㸸 

⏕科学研究は、ࡑの成り❧ࡕから学㝿ⓗな要⣲を多く含む学問である。

ᮏ部㛛においてࡶ、センターෆの部㛛ࡸ外部機関と✚ᴟⓗに㐃ᦠし、研究

を大きく発展さࡏていることࡀ報告᭩より᫂らかである。さらにᏱᐂ≀⌮分

野との共同は、⯆深い⤖果につなࡀるྍ⬟ᛶࡀありᴦしࡳである。 
 
㹁㸧⥲評 

⏕科学は学㝿ⓗな分野であり、⏕⌧㇟を᫂らかにするࣟࣉーࢳは多

様である。ࡑの୰において、大ᆺࢥンࣗࣆータをࡶつ計算科学研究センター

のは、ࡑの計算⬟力を᭱大に発することで、の方ἲでは᫂らかにで

きないことを᫂らかにしていくことであろ࠺。このど点から⏕科学分野の

平成２６年度成果を見ると、⯆深い各ㄽ研究の成果と、分野との共同研

究による成果の୧⪅ࡀ㧗く評価できる。特に、実㝿にはࠕ見るࠖことࡀでき

ないタンࢡࣃ㉁のᢡれたたࡸࡳ㓝⣲のᛂ機ᵓ、および⌧ᅾの⏕≀多様ᛶを

ᨭ࠼ている㐣ཤのことを᫂らかにした成果は、大ᆺࢥンࣗࣆータࡀあってこ

 。のであるࡶᚓられるࡑ

大ᆺࢥンࣗࣆータによる⏕科学研究の重要ᛶは、ṧᛕなࡀらᗈく୍般に

࿘▱されているとは言い㞴く、⏕科学とࢥンࣗࣆータのつなࡀりࡀ⌮ゎさ

れないሙྜࡀ、⌧ᅾでࡶ多々見受けられる。⏕科学研究部㛛ࡳ⏕ࡀだして

いるよい成果は、ࡦࡐとࡶᗈ報部なのດ力でᗈく୍般にࡶ▱ってࡶらい、

ᡃࡀᅜの計算⏕≀学の〈野をᗈげていくことにࡶつなࡀっていくことをᮇᚅ

する。 
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㸲．㸳 ᆅ⌫⎔ቃ研究㒊㛛 

㸲．㸳．１ ᆅ⌫⎔ቃศ㔝 

 

㸿㸧ィ⏬㐍ᤖᗘ 

࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価すき点㸸 
大Ẽ大ᚠ⎔研究について、㞼ゎീ大Ẽ大ᚠ⎔ࣔࣝࢹ 1,&$0 によるᴟᇦの

ᩘ್実㦂のゎᯒࡀ㐍行୰である。㒔ᕷẼೃのᑗ᮶ண 研究について、ㅮ⩦会

の㛤ദࡸ自యとの㐃ᦠ࣭㢼力発㟁等多ゅⓗなྲྀり⤌ࡀࡳ㐍められている。

ᩥ部科学┬Ẽೃ変動㐺ᛂ᥎㐍࣒ࣛࢢࣟࣉ㸦5(&&$㸧を㏻じた全ᅜの࢘ࢲンࢣࢫ

ーࣝࢸࢽ࣑ࣗࢥとの㐃ᦠࡀ㐍んでいる。 
 

࣭㐍ᤖࡀ༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善すき点㸸 
全⌫ㄢ㢟について、大つᶍ࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンについては᪤Ꮡのࢹータゎᯒ

ンࣙࢩー࣑ࣞࣗࢩでの࣒ࢸࢫࢩ᪂つの計算、ࡀ㐍行୰である点を評価したࡀ

については特に㐍ᤖࡳࡀられないよ࠺である。*38 等の利用≧ἣ࣭ᑐᛂ≧ἣ࣭

ㄢ㢟等について報告いただきたい。 

 
࣭㹆２㸳年度の評価ࡸ指に関する改善≧ἣ㸸 

大Ẽ大ᚠ⎔研究について、࣐ン࣡ࣃーの㊊を指したࡀ、助ᩍのཧຍに

よりࢸࣅࢸࢡの改善ࡀ㐍んでいるのではないか。助ᩍの研究ࢸࢡ

の㐃ᦠを࠺ࡑな報告をᮃむ。๓ᅇ、機関とのよりいっ࠺かるよࢃࡀࢸࣅ

᥎ዡしたࡀ、特に㐍展はないよ࠺である。筑波大の༞業⏕ࡀ機関で活㌍し

ているので、࣡ࢺࢵࢿーࢡを活用して、筑波大にࡶ㈉⊩できるよ࠺な方策は

ㅮじられないのか。 
 

 㸸ࢺン࣓ࢥののࡑ
ᴟᇦの研究について、ᩥ科┬ *5(1( ᴟࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉのᚋ⥅ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

 。㛤ጞされたところである。ᘬき⥆き、✚ᴟⓗな関をᮇᚅするࡀ

㒔ᕷẼೃのᑗ᮶ண 研究について、ᩥ部科学┬ 5(&&$ のᚋ⥅ࡀࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

㛤ጞされよ࠺としており、ᘬき⥆き全ᅜの࢘ࢲンࢣࢫーࣝࢸࢽ࣑ࣗࢥとの㐃

ᦠを㐍めるととࡶに、筑波大学としての⊂自のど点をࡶった研究を᥎㐍してḧ

しい。 

ⱝᡭの助ᩍ � ᮇᚅできࡀっており、研究のᙉࢃーとしてຍࣂᵓ成࣓ンࡀྡ

る。ᚋは、助ᩍの研究ࢃࡀࢸࣅࢸࢡかるᙧでの報告をᮃむ。 

筑波大でᥦ౪しているබ㛤ࢹータ࣋ーࢫについて、᭱㏆の利用≧ἣ等ࢃࡀか

る報をまとめてḧしい。᭱㏆の㟼Ṇ⾨ᫍ等のほ ࢹࢢࢵࣅータにᑐするྲྀり

ているのかᩚ⌮してḧしい。ᆅ⌫⎔ቃ分野につ࠼⪄に࠺のよ、についてࡳ⤌

いてࢺࢫ࣏、ࡶ ータ等、ᚋさらに重要なᙺをࢹࢢࢵࣅ ほࡸிࢺࢫ࣏、.�7

─ 17 ─



― 18 ― 
 

ᮇᚅされており、さらなる㈉⊩をᮃむ。 

 
㹀㸧ከゅⓗどⅬࡽの評価 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧、㸿㸦Ⰻዲ㸧、㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧、㹁㸦༑分㸧、㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 

 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸% 

 

࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸6 

 

࣭ᅜ㝿㐃ᦠ、ᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸$ 

 

࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ行ࢃれているか㸸6 

 
上グの評点の⌮⏤なに関する࣓ࢥンࢺ㸸 
㒔ᕷẼೃのᑗ᮶ண 研究について、⏘学ᐁ㐃ᦠ、♫会㈉⊩࣭♫会活動ࡀ大い

に評価できる。また、Ẽ㇟学会ኟᏘ大学ࡸබ㛤Ẽ㇟ㅮ₇会、ࢽࣗࢪセࣙࢩࢵ

ン等の㛤ദについて、ࡑの尽力にᩗពを⾲する。センターෆ㐃ᦠについては、

計算࣒ࣛࢢࣟࣉのຠ⋡等のㄢ㢟ࡀあるとᛮࢃれるࡀ、目に見࠼るᙧでの成果

をᮃむ。 
 
㹁㸧⥲評 

助ᩍの、ࡀるをᚓないࡊーの㊊等、年同様の⥲評を⧞り㏉さ࣡ࣃン࣐

ཧຍ等、≧ἣࡀዲ㌿している点ࡶあるとᛮࢃれる。⧞り㏉しになるࡀ、ಶู

の研究成果のに、ⱝᡭの研究成果、機関との㐃ᦠ、බ㛤ࢹータ࣋ーࢫの

ᚋの展㛤等、目に見࠼るᙧでの成果報告をᮃむ。ࢺࢫ࣏ 、ிࢺࢫ࣏、.�7

ほ ࢹࢢࢵࣅータ等、計算科学研究センターはᚋさらに重要なᙺをᮇᚅ

されており、さらなる㈉⊩をᮃむ。 
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㸲．㸴 㧗ᛶ⬟ィ⟬࣒ࢸࢫࢩ研究㒊㛛 

 㸲．㸴．１ 㧗ᛶ⬟ィ⟬࣒ࢸࢫࢩศ㔝 

 

㸿㸧ィ⏬㐍ᤖᗘ 

࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価すき点㸸 
([WUHPH 6,0' 方ᘧにᇶ࡙く次ୡ௦₇算ຍ㏿機ᵓの研究。ࢹータンࢸンࢩ

 ࢙࢘ࢺࣇࢯ࣒ࢸࢫࢩのためのࢫン࢚ࢧࣈ
 

࣭㐍ᤖࡀ༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善すき点㸸 
㐍ᤖ༑分であるとはᛮ࠼ないࡀ、;FDODEOH03 に関する成果ࡀᑡない༳㇟

ある㸦⌮研ࡀ $,&6 ーࢸᯈࠖⓗな研究┳ࠕ㐍んだためか㸽㸧。またࡀの⛣行

の୍つである࣐ 3($&+�� に関する成果ࡀ、年度ࡶ指したよ࠺に࣓ࣕࢪー

なᅜ㝿会議には発⾲されていないことࡀᠱᛕ材料である。 
 

࣭㹆２㸳年度の評価ࡸ指に関する改善≧ἣ㸸 
3($&+�� に関する成果発⾲≧ἣに改善ࡀ見ฟし㞴い。 

 
 

㹀㸧ከゅⓗどⅬࡽの評価 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧、㸿㸦Ⰻዲ㸧、㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧、㹁㸦༑分㸧、㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 

 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸㹑 

 

࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸㹑 

 

࣭ᅜ㝿㐃ᦠ、ᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸㹑 

 

࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ行ࢃれているか㸸㸿 

 
上グの評点の⌮⏤なに関する࣓ࢥンࢺ㸸 
㸦特にありまࡏん㸧 
 

㹁㸧⥲評 
年度はᘓ部ᩍᤵのᢸ当ࢸー࣐に、㸿㸧にᣲげたࡶのを含めて╔目すき

㐍ᤖ࣭成果ࡀ見られた。のࢸー࣐についてࡶ╔実に㐍展しており、多ᒱに

の୍ࡑ。にあると評価しているࣝ࣋たる研究活動全般について㧗い活動ࣞࢃ

方で、3($&+�� ࡸ ;FDODEOH03 といったࠕ┳ᯈࠖⓗなࢸー࣐に関して、年度

పㄪであり、ᢞ✏機会をቑࡀ⾲ーなᅜ㝿会議での発ࣕࢪに࣓࠺指したよࡶ
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 。あるࡀなされたかについてⱝᖸのᠱᛕࡀのດ力すなࡸ

୍方、᪂たなࢸー࣐としてࠕ([WUHPH 6,0' 方ᘧにᇶ࡙く次ୡ௦₇算ຍ㏿機

ᵓの研究ࠖࡀ㛤ጞされている。このࢸー࣐は年度までの₇ࠕ算ຍ㏿機ᵓを

ᣢつᑗ᮶の +3&, のࡶ実ドを目指したࡏのㄪᰝ研究ࠖの成果を発展さ࣒ࢸࢫࢩ

であり、ࡑの成果によってはᚋの㧗ᛶ⬟計算࣒ࢸࢫࢩの動ྥに大きなン

 。あり、ᚋの㐍展にὀ目したいࡀるྍ⬟ᛶ࠼をࢺࢡࣃ

 
㹂㸧ࡑの 

㸦特にありまࡏん㸧 
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㸲．㸵 ィ⟬ሗᏛ研究㒊㛛 

㸲．㸵．１ ࢱ࣮ࢹᇶ┙ศ㔝 

 

㸿㸧ィ⏬㐍ᤖᗘ 

࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価すき点㸸 
ーする研ࣂ࢝ータฎ⌮に関ಀする研究分野の要なㄢ㢟を㐺ษにࢹࢢࢵࣅ

究యไになっており、*38 を活用したࢹータࢽ࣐ンࡸࢢ▱㆑発見における研

究成果としてよいࡶのࡀฟている。ࡑれらࣕࢪ࣓ࡀーなᅜ㝿会議ㄽᩥとして

㐺ษに発⾲されている。 

 
 

࣭㐍ᤖࡀ༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善すき点㸸 
㐍ᤖࡀ༑分と判断される研究ㄢ㢟は特にない。特に指するならば、Ẹ

㛫等と㐃ᦠした研究に関しては、実用等の展ᮃを࠺ࡶᑡしᡴࡕฟすこと

を検ウすることࡀᮇᚅされる。 
 

࣭㹆２㸳年度の評価ࡸ指に関する改善≧ἣ㸸 
ᛂ用ࠖに関しては、研究㐃ᦠ᥎㐍に✚ᴟࢫー࣋ータࢹ科学分野におけるࠕ

ᛶを発するよ࠺にᮇᚅを㏙たところ、ලయⓗに展㛤しているよ࠺である。

当ヱ研究分野においてࡶ成果ࡀ᪩ᮇにฟることを改めてᮇᚅしたい。 
 

㹀㸧ከゅⓗどⅬࡽの評価 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧、㸿㸦Ⰻዲ㸧、㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧、㹁㸦༑分㸧、㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 

 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸 $ 

 

࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸$ 

 

࣭ᅜ㝿㐃ᦠ、ᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸$ 

 

࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ行ࢃれているか㸸$ 

 
上グの評点の⌮⏤なに関する࣓ࢥンࢺ㸸 
ᅜ㝿㐃ᦠ࣭ᅜ㝿活動については、ᅜ㝿会議の運営௨外の特ẁのグ㏙ࡀないࡀ、

࠼ば /2' における研究はᅜ㝿㐃ᦠࡸ標‽活動とࡶ深くつなࡀることから、

ᚋ␃ពすきど点として置࡙けることࡀᮇᚅされる。 
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㹁㸧⥲評 
この分野は、ࢹࢢࢵࣅータฎ⌮なᚋの学⾡研究においてὀ目される

,7 をᢅࡶ࠺のである。ࡑの୰で、࣒ࢸࢫࢩᵓ⠏上ᚲ要なᇶ┙ⓗ研究分野を

㐺ษに㑅ᢥし、✚ᴟⓗにྲྀり⤌んでいると評価できる。ᚋ、࢜ーࣉンࢧ

重ࡀ次第に大きくなるにつれてこの分野の,7の実用ࡀの動きࢫン࢚

要となるため、$, ⓗなࣞࣇーࣂーをྲྀり㎸んだ研究の重要ᛶ୍ࡀᒙቑすと

ᛮࢃれる。 

   ᚋは、このよ࠺な動ྥをᛕ㢌に置いた研究分野⦅成にྥか࠺よࢸ、࠺

ー࣐のᚤㄪᩚしていくことをお願いしたい。 

  発⾲ㄽᩥはこの分野のඃれた㞧ㄅࡸᅜ㝿会議に᥇㘓されており、༑分で

ある。また、学⏕の受㈹ࡀ多いことはⱝᡭ研究⪅の⫱成のためにࡶ大変ዲ

ましいことであると特➹できる。 

   さらに、大きな外部㈨㔠をᚓていることࡶ、この分野の研究ࣝࢢーࣉの

活ᛶを♧すࢹࣅ࢚ンࢫとして重要である。 

 

㹂㸧ࡑの 

特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

─ 22 ─



― 23 ― 
 

㸲．㸵．㸰 ィ⟬࣓ࢹศ㔝 

 

㸿㸧ィ⏬㐍ᤖᗘ 
࣭㢧ⴭな㐍ᤖのあったとㄆめられる研究ㄢ㢟と評価すき点㸸 

すての研究ㄢ㢟で╔実な成果ࡀあࡀっていると判断できる。また、研

究の要所で✚ᴟⓗなᑐ外発⾲を行っており、これཱྀࡀ㢌発⾲にᑐする多ᩘ

の受㈹につなࡀっており、研究のࡳならࡎ研究⪅の⫱成とい࠺点でࡶ大い

に評価できる。 
 
࣭㐍ᤖࡀ༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟と改善すき点㸸 

㐍ᤖࡀ༑分であるとㄆめられる研究ㄢ㢟は見当たらない。 
 

࣭㹆２㸳年度の評価ࡸ指に関する改善≧ἣ㸸 
特に問㢟点は見当たらない。 

 
 㸸ࢺン࣓ࢥののࡑ
ᮏ分野ࡀ目指す、実ୡ⏺計算報学実⌧のための様々な要⣲ᢏ⾡と、ᛂ用

ᢏ⾡につなࡀる研究ㄢ㢟を設ᐃし、╔実に研究を᥎㐍していることは、評価

できる。しかしなࡀら、ಶ々の研究ㄢ㢟ࡀ、実ୡ⏺計算報学ののㄢ㢟を

ゎỴするのかといった全యⓗなほ点からのグ㏙ࡀ報告᭩には↓く、ࢃࡸࡸか

りにくい༳㇟を࠼ている点はṧᛕであり、次年度௨㝆の報告᭩での改善を

ᮇᚅしたい。 
 
㹀㸧ከゅⓗどⅬࡽの評価 

㹑㸦特に成果ࡀある㸧、㸿㸦Ⰻዲ㸧、㹀㸦おおむࡡⰋዲ㸧、㹁㸦༑分㸧、㹖㸦評価ᑐ㇟外㸧 

 
࣭センターෆ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸A 
 
࣭⏘学ᐁ㐃ᦠࡀ᭷ຠに行ࢃれているか㸸A 
 
࣭ᅜ㝿㐃ᦠ、ᅜ㝿活動ࡀ活発に行ࢃれているか㸸A 
 
࣭♫会㈉⊩࣭♫会活動なࡀ行ࢃれているか㸸A 
 
㹁㸧⥲評 

ᮏ分野ྲྀࡀり⤌むㄢ㢟をゎỴするための、㐺ษな研究ㄢ㢟ࡀ設ᐃされ、

╔実な成果ࡀ上ࡀっている点は評価できる。ࠕ多ど点⏬ീからඖした㸱㹂

、とࣝࢹンࠖでは、実ୡ⏺報のࣔࣙࢩー࣑ࣞࣗࢩ▼を用いたⴠࣝࢹࣔ

ーࢩࠕ。ㄆできる☜ࡀンで┦ᛂの㐍ᤖࣙࢩー࣑ࣞࣗࢩータを用いたࢹࣝࢹࣔ
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▱ンの運動どᕪとዟ行き▱ぬとの関ಀゎᯒࠖでは、ே㛫のࣙࢪࣅーࣝࢫ

ぬ特ᛶを⤌ࡳ㎸んだ報⣔のᵓ⠏を目指している点ࡶ評価できる。また、

研究ㄢ㢟を学⏕のᩍ⫱と㐃ᦠさࡏて、ཱྀ㢌発⾲にᑐする多ᩘの受㈹ࡀある

ことࡶ評価できる。ᚋ、これまでのㅖㄢ㢟をᩚ⌮し、実ୡ⏺計算報学

として、こまでఱࡀゎ᫂されたのかを᫂らかにするࣟーࣉࢵ࣐ࢻ等をᵓ

⠏し、研究の㐍ᤖをྍどすることで、よりຠ果ⓗに研究成果を♧すこと

れる。また、⌧点では、ㅖไ⣙からẚ㍑ⓗᑠつᶍな実ୡࢃできるとᛮࡀ

⏺に関する報をฎ⌮のᑐ㇟としているとᛮࢃれるࡀ、これをより大きな

≀とすることで、より୍ᒙの研究およびセンターෆ㐃ᦠの㐍展ࡀᮇᚅでき

ると⪃࠼られる。 
 

㹂㸧ࡑの 

特になし。 
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㸳．⥲ྜ評価 

 
計算科学研究センター各部㛛の研究はࡑれࡒれ㧗いỈ‽にあり、ᅜ㝿ⓗ

にࡶ評価されている。センターෆ㐃ᦠ、⏘学ᐁ㐃ᦠ、ᅜ㝿㐃ᦠ、♫会㈉⊩

といった多ゅⓗど点からの評価は、S 判ᐃ 8 ௳、A 判ᐃ 21 ௳、B 判ᐃ 3
௳、C 判ᐃ 0 ௳と、H25 年度より᭦に評価ࡀ上ࡀっている。大学のᙉ力な

の研究ᣐ点࣒ࢸࢫࢩの下、ᡃᅜを௦⾲する計算科学および計算機ࢺー࣏ࢧ

として、༑分に機⬟しているとㄆめられる。 
HPCI ᡓ␎࣒ࣛࢢࣟࣉに⥆き，ࠕࢺࢫ࣏ிࠖ重点ㄢ㢟においてࡶ，ᮏ研

究センターは⣲᰾Ᏹᐂ分野の୰ᚰとして，また≀㉁科学分野の重要なᣐ点

として，㈉⊩ࡀᮇᚅされている。各評価委員の࣓ࢥンࢺからは，᪥ᮏの

HPC の重要ᣐ点であるとい࠺ㄆ㆑の下に，༢なる研究だけでなく，ே材

⫱成ࡸᗈ報なࡶ含めた，᪥ᮏの計算科学分野にᑐするᐤࡀồめられて

いることࡀㄞྲྀࡳれる。ᅜ全యを見Ώす大きなࣙࢪࣅンのඖに，機関と

の㐃ᦠを㐍めつつ，ᙉࡳを活かす㈉⊩をࡦࡐ⥅⥆ⓗに行っていただきたい。 
 
                  研究評価委員会委員長 常行 ┿ྖ 
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